
THOREAUの"AWalk to Wachusett"について

松島欣哉

I 

Henry David Thoreauの "AWalk to Wachusett"は、 1843年 1月に発行されたTheBoston Miscella-

ny of Literature and Fashionの第2巻 1月号に発表された。 「ウォーチュセットヘの散歩」が出版

されるまでにソローが発表した作品は、すべて超絶主義者たちの機関誌であるTheDialに掲載され

た。それは、 13篇の詩と 2篇の翻訳と 1篇の書評兼エッセイである。 『ダイアル」は、保守的な知

識階級からはその異端的思想ゆえに反発を招き、一般読者からはその高尚な調子ゆえに興味を持た

れなかった。 (Fink 63)そのような中で、 1840年7月4日にはTheBoston Morning Postが「ダイア

ル」の第 1巻第 1号から "Sympathy"という詩を再録し (Fink 26, 288)、1842年11月11日には

The New York Daily Tribuneが「ダイアル」の第3巻第2号から "Rumorsfrom an Aeolian Harp" と

いう詩を再録していたが (Fink61, 292)、彼の名前が一般読者に知れ渡っていたとは到底言えな

い。彼の散文の処女作は、 1842年7月に出版された「ダイアル」の第3巻第 1号に掲載された書評

兼エッセイ、 "Natural History of Massachusetts"である。これは書評という体裁を取りながら、彼

の考えを散漫に述べたものである。第二作の「ウォーチュセットヘの散歩」は、 「かなり幅広い読

者を対象とした芸術作品を製作するために、自分自身の生活の素材を想像力を以て眺める最初の試

み」であった。 (Tuerk 24-25) 「ボストン文集」という雑誌は、その題名から推察されるように、

かなり大衆向きの雑誌であった。スティーヴン・フィンクによれば、 「魅力的な外観を与えるよう

に多大な注意が払われ、その調子は軽く保たれ、各号は色刷りの流行の服装の挿し絵を複数含んで

いた。」 (Fink 65)ある意味で、 「ウォーチュセットヘの散歩」はソローの文学市場へのデビュー

作と言えよう。

II 

「ウォーチュセットヘの散歩」が「ボストン文集」に掲載される経緯ははっきりしていないが、

この雑誌にソローが直接関係を持っていたとは考えられない。きっかけを与えたのは、恐らく

Elizabeth PeabodyかNathanielHawthorneであろう。

エリザベス・ピーボデイーは1839年にボストンに書店を開き、そこには多数のニューイングラン

ドのインテリが集まった。彼女は、 RalphWaldo Emerson、GeorgeRipley、FredericHenry Hedge、

M~rgaret Fullerらが組織し、ソローもその一員であった超絶主義クラブに属し、その機関誌である

「ダイアル」を一時期出版した。エリザベスは後に彼女自身の雑誌であるAestheticPapersに、人頭

税支払い拒否の廉による投獄に対するソローの弁論である“Resistance to Civil Government (1849、

後に "CivilDisobedience"と改題）を掲載することになる。

エリザベスと『ポストン文集」とのつながりは、出版者同士のつながりである。 「ポストン文

集」は1842年 1月から1843年2月まで発行された月刊誌で、 WymondBradburyとSamuelSodenとが
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出版していた。 1842年 1月から12月まではNathanHale, Jr. が編集したが、その間二人の出版者た

ちはヘイルが気に入らず、ソーデンがエリザベスに誰か別の編集者を推薦してくれるように頼んで

いた。その時の事情が7月28日付けの、 MaryPeaboby (エリザベスの次妹）からSophiaHawthorne 

（エリザベスの末妹で、ホーソーンの妻）宛の手紙に次のように記されている。

E [lizabeth] . asked him [Soden] why he did not engage Mr. Hawthorne & told him that she had 

thought so much of it that if the Hales had not been particular friends she should have spoken to him 

about it before. 

（エ（リザベス）は彼（ソーデン）にホーソーン氏を雇われてはどうでしょうと訊き、私はそ

のことをよくよく考えていましたから、もしヘイル夫妻が特別なお友達でなければ、もっと前

にあなたにそのことをお話していたでしょう、と言っていました。）

エリザベスとソーデンとの関係は編集者の推薦を頼むほどの間柄だったのだから、エリザベスが彼

らの新しい雑誌の寄稿者の一人としてソローをソーデンたちに推薦した可能性は大いにあり得る。

因みに、ホーソーンは1842年9月2日付けの日誌に噂を聞きつけた詩人のWilliamEllery Channingが

来て「ボストン文集」に寄稿させてほしいと頼んだと書き付けている。 2)しかし、結局ホーソーン

は「ボストン文集」の編集者にはならず、 HenryT. Tuckennanがヘイルの後を継ぎ、 1843年 1月号

と2月号を編集した。 3)

「ボストン文集」への原稿料の支払い催促についてもエリザベスは骨を折っている。 1843年2月

26日付けのソロー宛の手紙の追伸でエリザベスは、 「ブラッドベリーとソーデンからお金は受け

取ったことと思います。そのことで私にできることは全てやりました」 ("I hope you have got 

your money from Bradbury & Soden. I have done all I could about it.") と書いている。 (Corre-

spondence 93) しかし、それから 4ヶ月以上過ぎた6月8日付けのエマソン宛の手紙でソローは、

Bradbury told me, when I passed through Boston, that he was coming to New York the following 

Saturdy, and would then settle with me, but he has not made his appearance yet. (Correspondence 

112) 

（ボストンを通り過ぎるとき、ブラッドベリーは私に、来週の土曜日にニューヨークヘ行くの

でその時にけりを着けましょう、と言ったのですが、未だに姿を見せていません。）

と書いている。エマソンの兄のWilliamEmersonの子供たちの家庭教師をするために、ソローは 5月

6日にコンコードを発ち 7日の午前にStaten島に着いているので (Correspondence98)、プラッドベ

リーとの会見は 5月6日に行われたのは確実である。また、 7月20日付けのエマソンからの、一月

前にブラッドベリーとソーデンを訪れたとき 1年以内に支払いはすると言われたが、その可能性は

極めて少ない、と伝える手紙を受け取った時 (Correspondence126)、ソローは8月7日付けの返事

で「どうかブラッドベリーとソーデンのことはもうこれ以上考えないで下さい」('、Praydon [']t think 

of Bradbury and Soden any more .... ") (Correspondence, 134)、と書き送っている。結局、 「ボス

トン文集」はソローに原稿料を支払わなかった。

ナサニエル・ホーソーンは1842年 7月9日にソファイアと結婚しConcordの「古い牧師館」

("Old Manse") に移り住んだ。 4) 8月5日付けの彼の日誌にはソローの名前が出てくるので、

このころまでには二人は知り合いになっていた。 5)~ノローが1842年7月に「ダイアル」に「マサ
チューセッツの自然史」を発表したとき、ホーソーンは9月1日付けの日誌の中で、
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[T] here are passages in the article of cloudy and dreamy metaphysics, partly affected, and partly 

the natural exhalations of his intellect; -and also passages where his thoughts seem to measure and 

attune themselves into spontaneous verse, as they rightfully may, since there is real poetry in him. 

There is a basis of good sense and moral truth, too,・throughout the article, which is a reflection of 

his character .. 

（この記事には朦朧とし夢幻的な形而上学からなる数節がある、ある部分は気取ったものでま

たある部分は彼の知性の自然な発散である。また、彼の中には本物の詩があるからそうなるの

が当然なのだが、彼の思想が調整され調子を整えられ自然な韻文となる数節もある。記事全般

にわたって良識と道徳上の真実という基礎もある、これは彼の性格を反映している。）

と書き込んで、好意的反応を示している。

1rtuoso s Collection とホーソーンは1842年7月に、 「ボストン文集」の第 1 巻 7 月号~- "A V 

いう短編を掲載している。”「ボストン文集』の編集助手のRobertCarterが更に寄稿を頼んできた

とき、 8月20日付けの返事で、これから書くものは全てDemocraticReviewに送ると約束したも同

然なので、 「ボストン文集』への寄稿はほとんど不可能だと答えている。 8) この時、彼がカーター

あるいは編集者のヘイルにソローを推薦した形跡は何も残っていない。しかし、新たに雑誌の発行

を準備していたEpesSargent宛の10月21日付けの手紙で、ソローの「マサチューセッツの自然史」

に言及し、 「ソロー氏の筆を試して見るだけの価値はあるのではないでしょうか」 ("Would it not 

be worth while to try Mr. Thoreau's pen?") と、ソローを売り込んでいる。 9) このことを考慮に入れ

れば、ホーソーンが『ボストン文集」にソローを直接推薦した可能性は否定できないのである。

Linck C. Johnsonは、何も証拠を提示することなく、 「どうやらホーソーンが『ボストン文集」に

寄稿するよう彼（ソロー）に勧めたようだ」と言っている。 (Johnson 216)そうでなくとも、も

しエリザベスの推薦を受けて「ボストン文集」からソローについて照会があったとすれば、ホー

ソーンはソローを大いに推奨したであろう。ソローの「ウォーチュセットヘの散歩」が「ボストン

文集』に掲載されたのは1843年の 1月号であった。

m 
「ウォーチュセットヘの散歩」は、 1842年7月19日から数日（この作品の内容がそのまま事実で

あれば4日間ということになる） にわたって、マーガレ ト・フラーの弟であるRichardFullerと共

におこなった、コンコードから西へ30マイル弱のところにあるウォーチュセット山への徒歩旅行を

題材にしている。内容は、旅行中の彼らの行為の説明、旅行の経過と共に現れる自然の事物や風景

の描写、様々な事物や出来事を契機として起こる内省および詩の引用から構成されている。ソロー

は全体として旅行記という枠組みを維持し、物理的時間軸に沿って叙述している。しかし、多くの

批評家が指摘しているように、 「ウォーチュセットヘの散歩」は単なる旅行記ではない。 10)

冒頭、コンコードの断崖から西および北西に見はるかす、 Monadnock山やウォーチュセット山な

どの山々への讃歌となっている長詩の第一連で、山々は「輸出入禁止の積み荷」 ("cargo contra-

band") (Excursions 164)を運ぶ「艦隊」 ("fleet") (163)に瞥られる。第3連においてソロー

は、

I fancy even 

Through your defiles windeth the way to heaven; 

And yonder still, in spite of history's page, 
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Linger the golden and the silver age. . . . (165) 

（私はこんなことすら空想する

お前たちの陰路を通って天へ至る道は曲がりくねる、

そしてさらに向こうには、歴史の書物が何と言おうと

白銀と黄金の時代が横たわる）

と、北西と西に横たわる山々を遥かに見渡しながら空想に耽る。そしてウォーチュセット山に呼び

かける第四連の最終行は、 「私は自分がお前の立派な兄弟であることを立証することができますよ

うに」 ("May I approve myself thy worthy brother!") (165)、という祈りの言葉で結ばれている。

つまり、 「ウォーチュセットヘの散歩」において、西に遠くおぼろに登える山々はある種の聖地と

して提示され、そこへの散歩の目的はその聖性を分有することにある。それ故、ソローはウォー

チュセット山へ向かう自分自身を「ニューイングランドの丘の巡礼」 ("the pilgrim on New England 

hills") (169) と呼ぶのである。ソローたちの登山は夜気に「清められた」 ("hallowed") '(173) 

かわたれ時の薄暗いなか始まる。 「より希薄でより清浄な大気」 ("the subtler and purer・atmos-

phere") を呼吸し、神々の食する「アムブロシアのような果物」 ("ambrosial fruits") を食べ精

進潔斎をして、 「山の神々の怒りを鎮めた」 ("ptopitiating the mountain gods") (17 4)。山頂

に着いたとき、彼らは「岩のアラビアあるいは極東の最果て」 ('、ArabiaPetrea, or the farthest East") 

に来たような「隔絶感」 ("a sense of remoteness") (175)を抱いた。霧に覆われたウォーチュセッ

ト山の山頂は、そこだけに「空が垂れ込めていた」 ("the sky shutting down")・(176)。また、

山頂は「神々が歩き回るほど荘厳で孤立し、平地とのあらゆる感染から隔てられていた」 ("It was 

a place where gods might wander, so solemn and solitary, and removed from all contagion with the 

plain.")。夕暮れには、 「太陽光線はニューイングランドのあらゆる人間のなかで、我々二人だ

けに降り注いだ」 ("[T]h ' f 11 e suns rays e on us two alone, of all New England men.) (177) と

いう、ある種の選民意識を持った幸福感に浸っている。後にソローは、この紀行（彼は自分の旅行

記を「紀行」 ("excursion") と呼んだ）の冒頭の数ページの長詩を一部改作した上で、 AWeek 

on the Concord and Merrimack Rivers (1849)の「月曜日」の章で再び利用している。 (Week 163-

165)そこで、ウォーチュセット山をJohnBunyanのPilgrim'sProgressに出てくる「喜びの山」 ("De-

lectable Mountains") (162) に讐え、この時の旅を「巡礼」 ("pilgrimage") (165) と呼び、こ

の旅の寓意的意味を明確に表明している。

「ウォーチュセットヘの散歩」でソローが超絶主義者として示したメッセージの一つは、最後か

ら二番目の段落にある、 「今ゃ我々は平地の散漫な生活に戻ってしまったのだから、あの山の雄大

さのほんの少しでもこの生活に取り込もうと努めよう」 ("[N] ow that we have returned to the des-

ultory life of the plain, let us endeav~r to import a・little of that mountain grandeur into it.") 

（邸ursions185) という言葉に要約される。彼は、旅の三日目の朝、ウォーチュセット山から「平地」

を見おろしたとき、

[W]e began to realize the extent of the view, and how the earth, in some degree, answered to the 

heavens in breadth, the white villages to the constellations in the sky. (179) 

（我々は光景の広大な広がりと、大地がある程度広さの点で天に対応し、白い村々が空の星座

に対応することを、実感し始めた。）

と、地上的生と後に彼が Walden(1854)で "ethereallife" (Walden 41) と呼ぶ「天上的生」とは
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全く相異なるものではなく、お互いに対応しているという認識を得た。これを根拠に、ソローは読

者に、 「平地」での日常生活がいかに「這いつくばる」 ("groveling") (Excursions 178) もので

あろうと、 「高み」 ("elevation") (186) に立とうと、読者に精神的に高められた生き方を求

めているのだ。

「ウォーチュセットヘの散歩」でソローが示したもう一つのメッセージは、早くも第二段落にある、

In the spaces of thought are the reaches of land and water, where men go and come. The landscape 

lies far and fair within, and the deepest thinker is the farthest travelled. (166) 

（思想という空間には陸と水の広がりがある、そこで人々は行き来をする。風景は内部に遠く

見通しよく横たわっている。そして、最も深く思考する者が最も遠くへ旅した者だ。）

という抽象的表現に現れている。このメッセージは、後に「ウォルデンjの「結び」で開陳される

内面世界への自己探索の誘いへと深化することになるのだが、実は、この文章は1840年8月13日に

書かれた「日誌』の記事を一部修正したもので、 「日誌』には、このすぐ前に、 「旅をし「新しい

陸地を遥かに認める』ことは、新しい思想を考え、新しい想像を持つことだ」 ("To travel and 

'descry new lands is to think new thoughts, and h ave new 1mag1mattons. ) (PJJ 171) という一

文がある。 （ソローの引用はJohnMiltonのParadiseLostの第 1巻290行）つまり、実際の旅が「新し

い思想」と「新しい想像」を求める内面世界の探索と平行し、そのアレゴリーとなりうることを述

べているのである。では、 「ウォーチュセットヘの散歩」において、 「新しい思想」 ・ 「新しい想

像」とはどのようなものであろうか。

「新しい思想」 ・ 「新しい想像」として、ソローは自己自身に関する内省ではなく、対象物その

ものに関する内省を記述する。旅の一日目にアメリカ東部のポップ畑を歩いたとき、ソローはそれ

をイタリアや南フランスのぶどう畑に対置し、その文学的価値が牧歌を産み出してきたヨーロッパ

のぶどう畑の文学的価値と同等であること示し、アメリカの風景の劣等性を否定する。また、旅の

二日目の夜にはウォーチュセット山の山頂でウェルギリウス (PubliusVergilius Maro) とWordsworth

を読み、

Who knows but this hill may one day be a Helvellyn, or even a Parnassus, and the Muses haunt 
here, and other Homers frequent the neighboring plains? (Excursions 176) 

（この丘がいつかはヘルヴェリンのような山、いやパルナッソスのような山にさえなり、

ミューズがここをおとない、ホメロスのような詩人たちが近隣の平地に足を運ぶことはないと、

誰に言えよう。）

と、ウォーチュセット山をウェルギリウスを初めとするローマの詩人たちが詩神たちの住みかと見

なしたパルナッソス山や、ワーズワースやColeridgeが親しんだ湖沼地帯にあるヘルヴェリン山に対

置し、ウォーチュセット山が詩的源泉となる可能性を認めることによって、ここでもアメリカの風

景の文学的可能性を強調する。

また、ソローは、旅の三日目の午後帰途に着きLancasterを通ったとき、フィリップ王戦争 (1675

-1676)でインデイアンの捕囚となったMaryRowlandsonを思い出す。それは200年ほど前の事件で

あるが、ソローには「その時代はゴート族の侵入と同じくらい隔たっているように思えた。」

("[T] hose times seemed as remote as the irruption of the Goths.")そして、 「その時代はニューイ

ングランドの暗黒時代だ」 ("They were the dark age of New England.") (183) と言うのである。
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ここでソローは、アメリカの歴史がヨーロッパの歴史と対比できることを示しているのである。

このように、ソローはアメリカという「新世界」がヨーロパに劣らず、文学的・歴史的価値を

持っていることを提示しているのである。

また、三日目の朝、ウォーチュセット山から下界を見おろしたとき、北東から南西へ延びる山脈

に呼応して川や海岸が広がり、鳥の渡りや人間の移住も同じ方向を取ることに思いを至す。そして、

時代の趨勢である国民的西部への移住に心を移し、

A mountain-chain determines many things for the statesman and philosopher. The improvements of 

civilization rather creep along its sides than cross its summit. How often is it a barrier to prejudice 

and fanaticism? In passing over these heights of land, through their thin atmosphere, the follies of 

the plain are refined and purified; and as many species of plants do not scale their summits, so many 

species of folly no doubt do not cross the Alleghanies; it is only the hardy mountain-plant that creeps 

quite over the ridge, and descends into the valley beyond. (182) 

（山脈が政治家や哲学者に代わって多くのことを決定する。文明による改良は山頂を越えると

いうより山腹に沿って這い進む。山脈は偏見と狂信に対し何度となく防壁になることか。高地

を越えてその薄い大気の中を進むとき、平地の愚行は取り除かれ浄化される。そして、多くの

種の植物が山頂をよじ登らないのと同じように、多くの種類の愚行はアリゲニー山脈を越えな

い。唯一耐寒性のある山の植物が尾根を這い登り向こうの谷へ降りるのだ。）

と、精神的に高められたアメリカの未来を西部に託す。だから、コンコードの西にある「開拓者の

強さ」 ("frontier strength") (163) を備えたウォーチュセット山を、ソローはこの希望の象徴とし

て描いたのだ。 「ウォーチュセットヘの散歩」においてソローはアメリカの可能性を探っていたと

言えよう。そして、この探求は死後出版されたCapeCod (1865) に至るまで続くのである。

"JV 

ソローは「ボストン文集」の「ウォーチュセットヘの散歩」を本の形で再出版しようとして改訂

したとき（結局、ソローの死後1863年に出版されたExcursionsに組み込まれた）、最後の二段落、

つまり、旅の四日目の朝に受けた農夫による歓待とコンコードヘの帰着を叙述した段落と、日常生

活を精神的に高めようというメーセージを込めた段落とを入れ替えている。その結果、説教的口調

が和らげられ、旅行記の語りの枠組みを維持することになった。ソローはなぜそうしたのであろうか。

そもそも、ソローが「ウォーチュセットヘの散歩」を構想したとき、彼はゲーテ (JohannWolf-

gang von Goethe)の「イタリア紀行」 (Italienische Reise) を念頭に置いてそれを手本にした可能

性が大いにある。 「ウォーチュセットヘの散歩」の現存する 4種類の版を比較考証したLauriat

Lane, Jr. によれば、ソローが「ウォーチュセットヘの散歩」を印刷に廻した際に手稿から削った

ものの中に、ゲーテの「イタリア紀行」からの引用があった。 (Lane 1 l) inこれは、 1837年11月

15日付けのソローの「日誌』の記事として書き込まれていたもので、内容はゲーテが夕刻に北イタ

リアのトレントに着く直前の風景描写と彼の心理描写とがないまぜになったものだ。 12月8日の

『日誌』にはゲーテの『イタリア紀行』についてソローは以下の評価を下している。

Goethe. 

He is generally satisfied with giving an exact description of objects as they appear to him, and 

his genius is exhibited in the points he seizes upon and illustrates. His description of Venice and her 
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environs as seen from the Marcusthurm[sic], is that of an unconcerned spectator, whose object is 

faithfully to describe what he sees, and that too, for the most part, in the order in which he saw it. 

It is this trait which is chiefly to be prized in the book - even the reflections of the author do not 

interfere with his descriptions. (PJJ 16) 

（ゲーテ。全般的に言って彼は事物が現れるままにそれを正確に叙述することに満足している。

いまた、彼の天才は彼が把捉し目の当たりにさせる項目に示されている。マルコの塔から見られ

たヴェネチアとその周辺の叙述は、無関心な傍観者のもので、その目的は見たものを誠実に叙

述すること、しかも、大部分は見た順番に叙述することにある。この本で主に高く評価すべき

はこの特質である。著者の内省ですら叙述を妨げてはいない。）

見たものを見た順番に忠実に描写し、しかも、 「著者の内省ですら叙述を妨げてはいない」ように

しようという態度は、ソローが「ウオーチュセットヘの散歩」を書いたときの態度と一致する。

「ウォーチュセットヘの散歩」においてソローは、 「内省」 (reflection)の部分は目にしたもの

や事柄と関連させ、それから離れないように述べている。時にその内省は論理的関連がない。その

例を一つ挙げてみよう。

It was at no time・darker than twilight within the tent, and we could easily see the moon through its 

transparent roof as we lay; for there was the moon still above us, with Jupiter and Saturn on either 

hand, looking down on Wachusett, and it was a satisfaction to know that they were our 

fellow-travellers still, as high and out of our reach as our own destiny. Truly the stars were given 

for a consolation to man. We should not know but our life were fated to be always grovelling, but 

it is permitted to behold them, and surely they are deserving of a fair destiny. We see laws which 

never fail, of whose failure we never conceived; and their lamps bum all the night, too, as well as 

all day, ―so rich and lavish is that nature which c皿 affordthis superfluity of light. (Excursions 
178-179) 

（テントの中はいつでも黄昏時と同じく全然暗くなく、我々は横になって透明な屋根をとおし

て容易に月をみることができた。というのも、我々の上にはまだ月があり、木星と土星がその

両側からウォーチュセットを見おろしていたからだ。また、この星たちが今も我々の同行者で

あり、我々自身の運命と同じく高く手の届かないところにあるのを知って満足した。実のとこ

ろ、星々は人間の慰めとして与えられたのだ。もしかすると我々の人生はいつも地を這いつく

ばるように運命づけられているのかもしれないが、星々を見つめることは許されている。それ

に確かに星々は幸運に恵まれて当然なのだ。決して滅びることはなく、その消滅を一度として

想像したこともない法則を我々は見る。そして星々の明かりは昼と同様に夜も一晩中燃える、

この有り余る光を与えることのできる自然はそれ程豊かで物惜しみをしないのだ。）

これは、ソローたちがウォーチュセット山の頂上にテントを張り休んだ、旅の二日目の夜の記述で

ある。前半は自然の情景描写であるが、後半は内省である。しかもこの転換は、 2行目から 6行目

にかけての文章の途中から起こっている。内省は星を見ることによって得られる慰め、天体に現れ

ている物理的法則の確認と自然の豊穣、という短い一般論であるが、これら 3つの一般論の間には

何ら論理的関連はない。ただ、ソローの頭に浮かんできたことを書き記しただけという印象を与え

る。 「ウォーチュセットヘの散歩」において、内省が「一週間」に見られるような、かなり論理

立った議論となる「脱線」 ("digression")へ発展しないのは、 「ボストン文集」の紙面の制限
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もあろうが、何より「内省が叙述を妨げない」ように、彼が意識的に抑制した故だと考えられる。

ソローが再出版に向けて「ウォーチュセットヘの散歩」を改訂したとき、最後の二つの段落を入れ

替えたのも、この態度を完成するためではなかろうか。

また、ソローは「ウォーチュセットヘの散歩」を改訂したとき、ある箇所を削除した。 『ボスト

ン文集」に掲載したときには、宿泊した宿でのもてなしについて、 「我々は最初ここで到底歓待と

はいえない代物に遭遇したが」 ("though we met with no very hospitable reception here at first") 

という中傷的言葉があったのだが、 「紀行」ではそれが削除されているのだ。 12)これもゲーテに

倣ったのではなかろうか。というのは、 1838年2月27日付けの「日誌」の記事で、ソローは「イタ

リア紀行」のゲーテについて「あらゆる人間に対する彼の愛情のこもった善意が最も好もしい。不

機嫌な言葉は一言も発していない」 ("His[Goethe's] hearty good will to all men is most amiable ; 

" not one cross word has he spoken.... ) (PJJ 30) と書き込んでいるのである。

V 

「ウォーチュセットヘの散歩」においてソローは、 「雌牛」 "cow"の古い複数形である "kine"

(Excursions 16 7, 176) を使ったり、［そよ風」という意味の詩語である "gale" (167)や「嘆

き」という意味の詩語である "plaint" (171) を使ったり、また、 "a small stream, " "stout staves, " 

"peace and purity" (166) というように頭韻を踏む表現を用いて、散文詩の雰囲気を出そうとし

ている。また彼が描く風景は、 「絵のように美しい」。実際、本文中で「絵のように美しい」

("picturesque") (17 4) という言葉を使ってさえいる。また、自分の「新しい思想」を読者に

提示するのに、当時流行していた旅行記という形態を利用した。 (Fink 67) これらのことは、ソ

ローが「ボストン文集」の読者層をかなり意識していたからではなかろうか。ソローの文学市場で

の第二作は、 1843年10月に「民主主義評論』に発表された "TheLandlord"で、内容は宿屋の主人

の性格を類型として述べたものだ。彼のよく知らないことについて観念的に書いたという印象が残

る。彼自身1843年10月1日付けに母親宛の手紙で、 「売るために書いた」 (Correspondence 142) 

と告白している。この言葉は編集者・読者をとても意識して書いたということ、悪く言えば、彼ら

におもねったということを示している。それに対し、第一作目の「ウォーチュセットヘの散歩」は、

文学的成功の野心と超絶主義者の説教とが適度に混ざり合った佳作と言えよう。
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